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 指定廃棄物の一時保管に関する安全性の確保 

盛土により周辺より高くし 
丈夫な袋に入れて 

土嚢で囲み 土で覆い放射線を遮蔽 遮水シートで覆います 

完成イメージ 

一時保管工事の様子（農林業系副産物の例） 

●保管が長期化する中での課題 
保管が長期化する中で、自然災害により、保管箇所が被害を受ける等、
新たな課題が発生。 

【強風により遮水シートが 
まくれ上がった様子】 

【大雪によりテントの 
   屋根が破損した様子】 

・廃棄物の飛散・流出がないように措置 
・必要な放射線対策（離隔・土嚢等に 
 よる遮へい等）を措置 
・遮水シート等により雨水等の浸入が 
 防止されるよう措置 

●保管状況の確認 
一時保管場所において保管状況の確認を行い、指定廃棄物が特措
法で定める基準等に従って適正に保管されているか確認。 

【地方環境事務所による保管状況の確認の様子】 

廃棄物等 

放射性物質汚染対処特措法の施行状況に関する取りまとめ 
環境省 放射性物質汚染対処特措法施行状況検討会（平成27年９月） 


